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ふるさと館
ニュース

飯山市ふるさと館
〒 389-2253
飯山市大字飯山1434-1
電 話：0269-67-2030
FAX：0269-67-2030

ご　案　内
【開館時間】
　9:00 ～ 18:00
　※入館は 17:30 まで

【休 館 日 】
　月曜日、年末年始
　※祝日の場合は火曜日

【入 館 料 】
　大　人 200 円 
　子ども 100 円
　※市内の小中学生は無料

今月の文化財
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寄
贈
資
料
一
覧

　
　
　
　
　

 

12
月
～
2
月
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▽
関
口　

信
男　

様

　

長
野
市
誌
（
全
34
冊
）、
長

　

野
市
誌
民
俗
調
査
報
告
書

　
（
一
）
他
6
冊

▽
岩
﨑　

彌　

様

　
ま
ぶ
し
製
作
機
、
籾
押
さ
え

　

転
が
し
、
手
押
除
草
機
、
千

　

歯
こ
き
、
着
ご
ざ
、
俵
編
み

　

機　

他
4
点

▽
飛
沢　

茂　

様

　

わ
ら
の
す
べ
と
り
、
縄
植
え

　

具
、
蔵
鍵
、
フ
ラ
イ
パ
ン
、

　

菓
子
製
造
器

▽
上
野　
マ
ツ
エ　

様

　

車
井
戸
の
滑
車

▽
栗
岩　
一
則　

様

　

電
話
機
3
号
磁
石
式
、
電

　

話
機
3
号
自
動
式
、
電
話

　

機
６
０
０
号
プ
ッ
シ
ュ
式
、 

　
公
衆
電
話
機
、手
動
計
算
機
、

　

他
全
11
点

飯山市ふるさと館春季企画展

　　　　輪廻－ 富井一貴　土倉六地蔵写真展 －

平成 21 年 4 月21日（火）～
　　　　　　　　5月31日（日）

　道端にひっそりと佇み、村人の生活を優しく見守っ
ているお地蔵様。
　飯山に数ある石仏の中から、土倉の六地蔵を撮り
続けてきた写真家富井一貴（とみいかずたか）氏の
写真を通じて、石仏の魅力や人々の信仰などを紹介
します。

富井 一貴　プロフィール
1965　野沢温泉村に生まれる。
1985　日本写真専門学校卒業。
　　　以後、山本写真機店勤務。
　　　現在同社取締役社長。
　　　北信濃を中心に、モノクロ、カラーを問わず
　　　撮影を行っている。

入館料：大人 200 円　小中学生 100 円
　          常設展もご覧いただけます。
　     　   市内小中学生は入館料無料です。

『
私
の
好
き
な
飯
山
の
石
仏

　
　

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
ま
す

　　 　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
、
春

季
企
画
展
の
開
催
に
併
せ
て
『
私

の
好
き
な
飯
山
の
石
仏
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
』
を
開
催
し
ま
す
。

　
い
つ
も
通
り
が
か
り
に
手
を
合

わ
せ
る
お
地
蔵
様
、
何
か
あ
っ
た

と
き
に
会
い
に
行
っ
て
し
ま
う
石

仏
、
何
と
な
く
形
が
好
き
な
石

仏
…
市
内
の
石
仏
で
し
た
ら
ど
ん

な
石
仏
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
あ
な

た
の
好
き
な
石
仏
の
写
真
を
撮
影

し
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
し
て
い
た
だ
い
た
作
品
の

う
ち
、
最
優
秀
作
品
は
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
に
、
優
秀
作
品
は
6
月
23

日
か
ら
開
催
予
定
の
企
画
展
「
私

の
好
き
な
飯
山
の
写
真
展
」
で
展

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
い
応
募
方
法
は
左
の
応
募

要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
好
き
な
飯
山
の
石
仏

を
、
ぜ
ひ
教
え
て
く
だ
さ
い
。

『私の好きな飯山の石仏写真コンテスト』応募要項
応 募 締 切：5 月31日（日）当日消印有効
募集テーマ：私の好きな飯山の石仏（市内の石仏に限る）
表　　　彰：最優秀作品：ポストカードの作成
　　　　　　優 秀 作 品：「私の好きな飯山の石仏写真展」
                                 （6 月23日～ 8 月23日）にて展示
審　査　員：富井一貴氏
　　　　　　千坂経悦氏（ふるさと館運営協議会長）
　　　　　　長瀬　哲氏（文化財保護審議会委員）
　　　　　　清水　侃氏（総合学習センター所長）
応 募 方 法：写真に応募用紙またはそれと同形式で記入した
　　　　　　ものを添付し、ふるさと館まで提出してください。
　　　　　　（郵送可）応募用紙はふるさと館ホームページ
　　　　　　からダウンロードできます。
応募サイズ：Ｌ版以上（パソコンにて出力したものも可。ただ  
　　　　　　し写真用光沢紙を使用すること）
そ　の　他：選考結果は6月下旬に市広報及びふるさと館ホー
　　　　　ムページに掲載します。作品は返却しません。応
　　　　　募していただいた写真のデータ、ネガ等はふるさ
　　　　　と館における展示会、印刷物等に使用させていた
　　　　　だきます。

▽
小
林　

保
雄　

様

　

米
俵
、
柳
行
李
、
笠
、
鉄
鍋
、

　

洗
濯
板
、
槌
、
糸
巻
き
、
ド

　

ジ
ョ
ウ
か
ご
、
炭
火
お
こ
し
、

　
こ
す
き

▽
佐
藤　

富
夫　

様

　
く
け
台
、
炭
火
ア
イ
ロ
ン
、　

　

電
気
ア
イ
ロ
ン
、
こ
て
や
き
、

　

荷
揚
げ
滑
車

▽
松
沢　

芳
宏　

様

　

静
間
館
跡
出
土
鉄
滓

※
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
、

当
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
資
料

の
寄
贈
を
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。
寄
贈
い
た
だ
い
た
資

料
は
、
大
切
に
保
管
・
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
豆
を
育
て
て
味
噌
と
豆
腐
を
作
ろ
う

飯山市ふるさと館　親子食文化講座閉講
　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
、

食
物
を
種
か
ら
育
て
る
こ
と
で

食
の
大
切
さ
を
学
び
、
家
庭
で

は
あ
ま
り
作
ら
れ
な
く
な
っ
た

味
噌
や
豆
腐
な
ど
を
親
子
で
作

る
こ
と
に
よ
り
、
親
子
間
の
会

話
や
交
流
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
親
子
食
文
化
講

座
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
飯

山
食
文
化
の
会
の
白
井
春
子
先

生
、
坪
根
登
美
子
先
生
の
指
導

の
下
、
１
年
を
通
し
て
全
8
回

の
講
座
を
開
催
し
、
小
学
1
年

～
6
年
生
ま
で
の
親
子
9
組
20

名
が
食
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
の
畑
に
大
豆
を
ま

く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
畑
の

草
取
り
、
枝
豆
の
収
穫
、
大
豆

の
収
穫
、
乾
燥
、
豆
は
た
き
、

選
別
を
経
て
、
秋
に
は
11
升
の

大
豆
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
収
穫
し
た
大
豆
は
季

節
に
あ
わ
せ
、
先
生
の
指
導
の

も
と
親
子
で
ず
ん
だ
餅
、
豆
腐
、

納
豆
、
味
噌
を
作
り
、
食
文
化

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

大
豆
か
ら
味
噌
や
豆
腐
を
作

る
こ
と
が
初
め
て
の
参
加
者
が

多
く
、
参
加
し
た
保
護
者
か
ら

は
、「
子
ど
も
の
頃
は
家
で
作
っ

て
い
た
が
手
伝
い
も
し
な
か
っ

た
。
今
は
私
た
ち
が
子
ど
も
に

教
え
る
世
代
な
の
で
、
伝
え
て

鳥出神社の算額
（市指定有形文化財）

　鳥出神社には 2 枚の算額
が奉納されています。この算
額には 6 問記載され、天保
14 年（1843）に奉納されま
した。
　木島地区には和算を学ぶ庶
民が多かったことがわかりま
す。

い
き
た
い
」「
家
で
も
大
豆
を
1

升
作
っ
た
の
で
、
味
噌
を
作
っ

て
み
た
い
」
と
の
感
想
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
で
は
来

年
度
も
親
子
食
文
化
講
座
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
親
子
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

△親子で枝豆の収穫

△初めての脱穀作業

りんね


